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下京の 
市民しんぶん下京区版 

12・15
推計人口 男 女 
73,655人 34,230人 39,425人 
世帯数　36,992世帯 

（平成15年11月1日現在） 

寒
い
季
節
季
節
で
す 

　
　
　
火
気

　
　
　
火
気
に
ご
用
心
用
心
く
だ
さ
い 

寒
い
季
節
季
節
で
す 

　
　
　
火
気

　
　
　
火
気
に
ご
用
心
用
心
く
だ
さ
い 

寒
い
季
節
で
す 

　
　
　
火
気
に
ご
用
心
く
だ
さ
い 

ここ
れれ
かか
らら
のの
寒寒
いい
季季
節節
はは
、、
スス
トト

ーー
ブブ
なな
どど
のの
火火
気気
をを
使使
用用
すす
るる
機機
会会

がが
増増
ええ
るる
ここ
とと
かか
らら
、、
火火
災災
がが
多多
発発

すす
るる
ここ
とと
がが
予予
想想
ささ
れれ
まま
すす
。。

まま
たた
、、
空空
気気
がが
乾乾
燥燥
しし
てて
おお
りり
、、

火火
災災
がが
起起
ここ
るる
とと
火火
のの
まま
わわ
りり
がが
早早

くく
、、
被被
害害
がが
大大
きき
くく
なな
るる
ここ
とと
がが
ああ

りり
まま
すす
。。

火火
のの
取取
扱扱
いい
にに
はは
、、
くく
れれ
ぐぐ
れれ
もも

ごご
用用
心心
くく
だだ
ささ
いい
。。

下
京
消
防
署
・
下
京
消
防
団
で
は
、
自
主
防

災
会
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
不
注
意
に
よ
る
火
災

や
放
火
を
防
止
す
る
た
め
『
年
末
防
火
運
動
』

を
実
施
し
て
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
出
火
防
止
を

呼
び
掛
け
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
に
併
せ
て
、
下
京
消
防
団
で
は

『
年
末
特
別
警
戒
』を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
間
、

各
消
防
分
団
器
具
庫
に
警
戒
本
部
を
設
置
し
て
、

毎
晩
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
巡
回
広
報
な
ど
を
行
い

地
域
の
防
火
活
動
に
努
め
ま
す
。

皆
さ
ん
も
家
庭
で
の「
火
の
元
の
点
検
」と
、

地
域
ぐ
る
み
で
の
「
放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く

り
」
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
明
る
い
新
年
を
迎

え
ま
し
ょ
う
。

火災のないまち下京を
下京区では、今年、火災の発生
件数が大幅に減少しています。
これは、区民の皆様の高い防火
意識によるものであり、下京消防
団や各学区自主防災会をはじめと
する皆様方の日頃からの活動の結
果です。
皆様方のご努力に敬意を表しま
すとともに、火災のないまち下京
を目指して、より一層ご活躍いた
だきますことを期待します。

下
京
区
で
は
、
１１
月
３０
日
現
在
、

昨
年
の
同
時
期
に
比
べ
火
災
が
１９
件

減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
「
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
高
い
自
治
意
識
と
、
積
極
的

な
防
火
活
動
に
よ
る
す
ば
ら
し
い
成

果
で
す
。

区区
内内
のの
火火
災災
件件
数数
がが

大大
幅幅
にに
減減
少少下京区

２９

１０

―１９

市 内

３０７

２５８

―４９

１４ 年

１５ 年

増 減

（１１月３０日現在）
火災発生件数

夜夜間間パパトトロローールルにに向向かかうう
七七条条消消防防分分団団

桝本 �兼
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